OLYMPUS® 



デジタルカメラ 

^300 

取扱説明 書 基本編 


_この取扱説明書は基本的な撮影と再生の操作について説明しています。詳し 
い機能については、別冊の応用編取扱説明書をお読みください。 

• ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり、海外旅行などの大切な撮影 
の前には試し撮りをしてカメラが正常に機能することをお確かめください。 
•取扱説明書で使用している液晶画面やカメラのイラストは、実際の製品とは 
異なる場合があります。 





オリンノ（スデジタルカメラのお買い上げ、ありがとうございます 


製品をご使用になる前に、カメラを操作しながらこの説明書をお読みいただき、 

安全に正しくお使いください。また、お読みになったあとは、必ず保管してくだ 

さい。 

争本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。商品名、型番 
など、最新の情報についてはカスタマーサポートセンターまでお問い合わせく 
ださい。 

#本書の内容については、万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点、 
誤り、記載もれなど、お気づきの点がございましたらカスタマーサポートセン 
ターまで ご連絡ください。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複写することは、個人としてご利用にな 
る場合を除き、禁止します。また、無断転載は固くお断りします。 

• 本製品の不適当な使用による万一の損害、逸失利益、または第三者からのいか 
なる請求に関し、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承ください。 

•本製品の故障、当社指定外の第三者による修理、その他の理由により生じた画 
像データの消失による、損害および逸失利益などに関し、当社では一切その責 
任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本製品で撮影された画像の質は、通常のフイルム式カメラの写真の質とは異な 
ります。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス巳情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラ 
ジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

飛行機内では、離発着時のご使用をお避けください。 

本製品の接続の際、当製品指定のケーブルを使用しない場合、 VCCI 基準の限界値を超えるこ 
とが考えられます。必ず、付属のケーブルをご使用ください。 

商標について 

Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

Macintosh および Apple は米国アップルコンビュータ社の登録商標です。 

その他本説明書に記載されているすべてのブランド名または商品名は、それらの所有者の商 
標または登録商標です。 


カメラファイルシステム規格について 


カメラファイルシステム規格とは、電子情報技術産業協会 ( JEITA ) で制定された規格 
「Design rule for Camera File system / DCF 」 です 0 







箱の中身を確認する 


万一、付属品が不足していたり、破損していたりしている場合は、 
連絡ください。 
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この/? メラでで含ること 



自動再生や撮影時の情報の 
確認などができます。 


RAW 画像を他の画質モードで 
変換して保存できます。 




パソコンやプリンタにつなげると . 

画像をパソコンに保存し、付属の 
OLYMPUS Master を使って、 
画像の編集 • 閲覧 • プリントなど 
をもっと楽しむことができます。 



PictBridge 対応プリンタ 
では、パソコンを使わずに 
プリントできます。 


































目次 


カメラがすぐ使えるように、撮影前の準備、簡単な撮影と再生について順に説明しています。 
まず、この取扱説明書を読んで、基本的なカメラの操作をマスターしてください。 


安全にお使い頂くために . 6 

ストラップを取り付ける . 9 

電池を充電する . 10 

電池を入れる . 12 

レンズを取り付ける . 14 

使用できるレンズ . 14 

カードを入れる . 17 

使用できる力ード . 17 

電源を入れる . 20 

ファインダの視度調整をする . 22 

撮影する . 23 

再生する . 25 

電源を切る . 26 

OLYMPUS Master でできること . 27 

顏 . 28 

カメラ仕様 . 28 

付属品仕様 . 30 


/-\ 


基本編に記載されていない機能については、別冊の応用編取 
扱説明書をお読みください。 



別冊の応用編取扱説明書には以下のことが説明されています 


• P 以外の露出モードでの撮影 
• 撮影条件に合わせた撮影シーンの選択 

• 好みに合わせた、フォーカス•露出•画質 • 画像のマニュアル設定 
• 撮影した画像を見るときの方法や画像の編集 
• カメラをさらに使いやすくする機能のカスタマイズ 
• 撮影した画像のパソコンへの転送 
• 撮影した画像のプリント 



























ご使用の前に、この内容をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

安全にお使いいただくために 


ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害と財産 
の損害を未然に防止するためのものです。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


△危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を 
負う差し迫った危険の発生が想定される内容を示しています。 

△警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を 
負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性 
が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示し 
ています。 


製品の取り扱いについてのご注意 


A 警告 


• 可燃性ガス、爆発性ガス等が大気中に存在するおそれのある場所では使用しない 

引火•爆発の原因となります。 

•フラッシュを人（特に乳幼児）に向けて至近距離で発光させない 

視力障害をきたすおそれがあります。 

•幼児、子供の手の届く場所に置かない 

以下のような事故発生のおそれがあります。 

•誤ってケ_ブ)レ類やストラップを首に巻き付け、窒息を起こす。 

•電池などの小さな付属品を飲み込む。万一飲み込んだ場合は直ちに医師に連絡し、指示 
を受けてください。 

•目の前でフラッシュが発光し、視力障害を起こす。 

• カメラの動作部でけがをする。 

•ほこりや湿気、油煙、湯気の多い場所で長時間使ったり、保管しない 

火災や感電の原因となることがあります。 

•フラッシュの発光部分を手で覆ったまま発光しない 

連続発光後も発光部分に手を触れないでください。やけどのおそれがあります。 

•分解や改造をしない 

感電やけがをする原因となります。 

• 内部に水や異物を入れない 

火災や感電の原因になります。万一、水に落としたり、内部に水や異物が入ったときは、 
すぐに電源を切り電池を抜き、販売店や当社修理センター、またはサービスステーション 
にご相談ください。 

♦通電中の充電器、充電中の電池に長時間触れない 

充電中の充電器や電池は、温度が高くなります。また別売の AC アダプタを長時間ご使用の 
場合にも、本体の温度が高くなります。長時間皮膚が触れていると、低温やけどのおそれ 
があります。 

• 専用の当社製リチウムイオン電池と充電器以外は使用しない 

発熱、変形などにより、火災•感電の原因となります。またカメラ本体または電源が故障 
したり、思わぬ事故がおきる可能性があります。専用品以外の使用により生じた傷害は補 
償しかねますので、ご了承ください。 










安全にお使いいただくために 


A 注意 


參異臭、異常音、煙が出たりするなどの異常が生じたときは使用を中止する 

火災や、やけどの原因となります。このようなときは、やけどに注意しながらすぐに電池 
を取り外し、販売店や当社修理センター、またはサービスステーションにご連絡ください。 
(電池を取り出す際は、素手で電池を触らないでください。また、可燃物のそばを避け、 
屋外で行ってください。） 

•章れ广-モ -75 操作 I -な I 、 

故障、感電の原因となることがあります。また電源プラグの抜き差しは、濡れた手では絶 
対にしないでください。 

•カメラをストラップで下げて持ち運んでいるときは、他のものに引っかからないように注 
意する 

けがや事故の原因となることがあります。 

• 高温になるところへ放置しない 
部品の劣化、火災の原因となります。 

癱専用の AC アダプタ以々冬は使用した 1 ■し、 

製品が故障したり、思わぬ事故がおきる可能性があります。このために生じた傷害は保証 
しかねますので、あらかじめご了承ください。 

•カメラの外装の金属部分に、長時間触れない 

•長時間お使いになると、カメラの温度が高くなります。金属部分に皮膚が触れたまま長 
時間使用を続けると、低温やけどを起こすおそれがあります。 

•低温下にさらされていると、カメラの外装も低温になります。皮膚が貼り付いてけがを 
する場合があります。低温やけどや障害を防ぐため、できるだけ素手で扱わず手袋など 
をご使用ください。 

• AC アダプタのコードは傷つけたり、引っ張ったり、継ぎ足したりしない 

コンセントからの抜き差しは、必ず電源プラグを持って行ってください。。以下の場合はた 
だちに使用を中止し、販売店や当社修理センター、またはサービスステーションにご相談く 
ださい。 

•電源プラグやコードが熱い、焦げ臭い、煙が出ている。 

•電源プラグに傷、断線、またはプラグに接触不良がある。 


電池についてのご注意 


液漏れ、発熱、発火、破裂、誤飲などによるやけどやけがを避けるため、下記の注意事項を 
必ずお守りください。 

A 危険 


•火中への投下や、加熱をしない 
•十一を金属等で接続しない 

•金属製のネックレスやヘアピン等と一緒に持ち運んだり、保管しない 
•直射日光のあたる場所、炎天下の車内やストーブの前面など、高温の場所で使用•放置し 
ない 

• 直接ノ v ンダ付けしたり、変形•改造 • 分解をしない 

端子部安全弁の破壊や、内容物の飛散の原因になり危険です。火災•破裂•発火 • 液も 
れ • 発熱 • 破損の原因となります。 

•電池の液が目に入ると、失明の原因になります 

こすらずに、すぐ水道水などのきれいな水で十分に洗い流し、直ちに医師の治療を受けて 
ください。 







安全にお使いいただくために 


A 警告 


• 電池を水や海水などにつけたり、端子部を濡らさない 
•濡れた手で電池を触ったり持ったりしない 

• 所定の充電時間を超えても電池の充電が完了しない場合は、充電を中止する 
火災•破裂•発火 • 発熱の原因となります。 

• 外装にキズや破損のある電池は使用しない 
破裂•発熱の原因となります。 

• 電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしない 
破裂•発熱の原因となります。 

•カメラの電池室を変形させたり、異物を入れたりしない 
•液漏れや、変色、変形その他異常が発生した場合は使用を中止する 

販売店や当社修理センター、またはサービスステーションにご相談ください。 

•電池の液が皮膚 • 衣類へ付着したときは、直ちに水道水などのきれいな水で洗い流してく 
ださい。皮膚に傷害を起こす原因になります。 

△注意 


•電池を使ってカメラを長時間連続使用した後は、すぐに電池を取り出さない 

やけどの原因となることがあります。 

• 長期間ご使用にならない場合は、カメラから電池を外しておく 

液漏れ • 発熱により、火災やけがの原因となることがあります。 


充電器についてのご注意 


△危険 


•充鼋器を濡らしたり、濡れた状態または濡れた手で触ったり持ったりしない 

故障 • 感電の原因となります。 

• 充電器を布などで覆った状態で使用しない 

熱がこもってケースが変形したり、火災•発火 • 発熱の原因となります。 

•充電器を分解•改造しない 
感電 • けがの原因となります 

• 充電器は指定の電源電圧で使用する 

指定以外の電源電圧を使用すると、火災 • 破裂.発煙•発熱•感電 • やけどの原因となります。 

A 警告 


•充鼋器のコードは傷つけたり、引っ張ったり、継ぎ足したりしない 

コンセントからの抜き差しは、必ず電源プラグを持って行ってください。以下の場合はす 
ぐに使用を中止し、販売店、当社修理センター、またはサービスステーションにご相談く 
ださい。 

•電源プラグやコードが熱い、焦げ臭い、煙が出た場合 

•充電器のコードに傷、断線、または電源プラグに接触不良があった場合 

A 注意 


•お手入れの際は、電源コードを抜いてから行う 

電源コードを抜かないで行うと、感電 • けがの原因となります。 










ストラップを取り付ける 


ストラップの端をカメラ本体のストラッ 
プ取付部に通します。 


2矢印にしたがって、ストラップの端をリ 
ングに通した後、止め具に通します。 


3ストラップの端を止め具のもう一方の穴 
に通します。 


4ストラップのもう一方をピンと引いて、 
抜けないことを確認します。 

5手順1〜4にしたがって、もう一方のス 
トラップ取付部にもストラップを取り付 
けます。 



カメラをストラップで下げているときは、他のものに引っかかったりしな 
いように、注意してください。けがや事故の原因となることがあります。 
ストラップは必ず手順にしたがって正しく取り付けてください。万一、誤 
った手順で取り付けたことでストラップが外れ、本体を落とすなどの事故 
が生じた場合、損害など一切の責任は負いかねますのでご了承ください。 











電池を充電する 


このカメラでは当社製リチウムイオン電池パック （BLM-1) 1個を使用します。 
それ以外の電池は使用できません。 

お買い上げ時の電池は十分に充電されていません。ご使用前に付属の専用充電器 
(BCM-2) で充電を行ってください。 


注意 


専用充電器 BCM-1 または BCM-2 以外は使用しないでください。（詳しくは充 
電器の取扱説明書をご覧ください。） 


|電源コードを接続します。 



2電池を充電器に装填します。 

• 充電が開始されます。充電は約5時間で完了します。 










電池を充電する 


充電表示ランプについて 


充電表示ランプの状態 

充電器の状態 

赤点灯 

充電中 

緑点灯 

37^1=1=11-^1 ド 

冗电兀」 

赤点滅 

充電エラー（タイムアウト • 温度異常） 


注意 


• 電池の寿命は、カメラの使用条件などにより大きく異なります。 

•充電器は AC100 〜 240V (50/60HZ) の電圧範囲でご使用になれます。 
海外でご使用の際は、変換プラグアダプターが必要になる場合があります。 
詳しくは、電気店や旅行代理店でご確認ください。市販の海外旅行用電子 
式変圧器（トラベルコンバーター）は、充電器が故障することがあります 
ので使用しないでください。 

• 電池キャップは電池を保管するときに必要です。なくさないようにご注意 
ください。 

• 充電表示ランプが赤点滅する場合は、電源コードをコンセントから抜いて 
当社サービス ステー シヨンにご相談ください。 

• 「安全にお使いいただくために」 （c デ P.6) を必ずお読みください。 














電池を入れる 




r - 電池を取り出すとき- 

•パワースイッチが OFF になっていて、 
カードアクセスランプが点滅していない 
ことを確認します。 

•電池を押さえながらカメラを傾け、落と 
さないように気を付けて電池を取り出し 
てください。 


















電池を入れる 


4電池を押し込みながら電池カバーを閉 
め、電池カバーロックを©の方にスラ 
イドします。 



電池カバ - 

別売のバッテリホルダを使用する時は、電 
池カバー着脱ピンを矢印の方向にスライド 
させて、電池カバーを取り外します。 


電池カバー着脱ピン 



その他の電源について - 

AC アダプタ 

— 別売の AC アダプタ （AC-1) を使用すると、電池残量を気にせずにカメラ 
をお使いいただくことができます。長時間の撮影や、画像をパソコンにダ 
ウン□ー ドするなど、時間のかかる作業を行うときにご利用ください。 

パワーバッテリーホルダー 

— 別売のパワーバッテリーホルダー （HLD-3) を使用すると、長時間カメラ 
を使用することができます。 

カメラへの取り付け方法については、パワーバッテリーホルダーの取扱説 
明書をご覧ください。 












レンズを取り付ける 


使用できるレンズ 


撮影シーン、目的に合わせてレンズを選択してください。 

レンズは専用レンズ（フォーサーズマウント*)をご使用ください。専用レンズ 
以外では、オートフォーカス （AF) や正確な測光はできません。また、働かない 
機能があります。 

*フォーサーズマウント： 

オリンパスが開発した規格。フォ_サ_ズシステムのレンズマウント。既存の 
35mm フイルムー眼レフカメラ用レンズシステムにとらわれず、デジタルカメラ 
の特性にふさわしい光学設計に基づいて、新たに開発されたデジタルカメラ専用 
の交換レンズです。 

フォーサーズステム専用交換レンズ - 

過酷なプ□ユースにも耐えうるよう設計されています。「フォーサーズシステム」 
の利点を活かすことで、大口径でありながら小型軽量化を実現しています。 

フォ_サ_ズシステム専用交換レンズには下記のような製品があります。 

ZUIKO DIGITAL 1 4mm-54mm F2.8-3.5 : 

35mm 換算で 28-1 08mm 相当の標準ズームレンズ 

ZUIKO DIGITAL ED 50mm- 200 mm F2.8-3.5 : 

35mm 換算で 100-400mm 相当の超望遠ズームレンズ 

ZUIKO DIGITAL 40m-150mm F3.5-4.5 : 

35mm 換算で 80_300mm 相当の望遠ズームレンズ 


ボディキャップやレンズの着脱を行うときは、カメラ内部へのゴミや異物 
の侵入を防ぐため、レンズの装着部を下に向けて行ってください。 

埃の多い場所ではボディキャップの取り外しや、レンズの装着を行わない 
でください。 

カメラに取り付けられたレンズを、太陽に向けないでください。太陽光が 
焦点を結んで故障や火災の原因になることがあります。 

ボディキャップ、リアキャップをなくさないようにご注意ください。 
カメラにレンズを取り付けていないときは、埃の侵入を防ぐためボディキ 
ャップを装着してください。 










レンズを取り付ける 



2カメラのボディキャップを外します。 



ボディキャップ 



u アキヤップ 






レンズを取り付ける 


4カメラのレンズ合わせマーク（赤印）に 
レンズの取り付け指標（赤印）を合わせ、 
レンズをボディに差し込みます。レンズ 
をカチッと音がするまで時計回りに回し 
て、取り付けます。 


取り付け指標（赤印) 


^レンズキャップを夕もします。 


レンズ合わせマーク（赤印） 



レンズキャップ 


レンズを取り外す 

|パワースイッチが OFF になつているこ 
とを確認します。 

2レンズ着脱ポタンを押しながら、反時計 
回りにレンズを回して取り外します。 






カードを入れる 


使用できるカード 


本書では、記録メディアを「力ード」と呼びます。このカメラで使用できる力一 
ドは、コンパクトフラッシュ（別売）マイク□ドライブ（別売）です。力ードア 
ダプタ（別売）を使うと xD ピクチャーカードも使用できます。 


コンパクトフラッシュ 

大容量かつ堅牢性の高いフラッシュメ 
モリ_力_ドです。市販のコンパクト 
フラッシュが使用できます。 



マイクロドライブ 

大容量に対応した小型の八ードディス 
クドライブです。 CF +Typell (コ 
ンパクトフラッシュの拡張規格）準拠 
のマイクロドライブが使用できます。 



マイクロドライブ使用時のご注意- 

マイクロドライブは小型の八ードディスクドライブです。回転系記録媒体の 
ため、他のカードのような固体記録媒体に比べ、振動や衝撃に弱く、使用時 
(とくに記録中や再生中）は、カメラに振動や衝撃を与えないよう十分な注意 
が必要です。ご使用の前に以下の注意事項をよくお読みください。 

マイクロドライブの取扱説明書もあわせてお読みください。 

• 画像記録中にカメラを机などに置く場合は、カメラに衝撃を与えないでく 
ださい。 

• カメラをストラップで下げているときは、周囲にカメラをぶつけないよう 
注意してください。 

-工事などで地盤が振動している場所や、舗装の悪い道を走行中の車など、 
カメラに激しく振動が伝わる場所では使用しないでください。 

• 強い磁気のある場所へ近づけないでください。 

• 動作確認されているマイクロドライブ （2004 年1〇月現在） 

日立製 

DSCM-1 100(1GB) HMS 360404 D5CF00 (4GB) 

DSCM-1 051 2(51 2MB) HMS 360402 D5CF00 (2GB) 
DSCM-1 0340(340MB) 









カードを入れる 



2カードを ◄ マークの ある側を液晶 モニタ 
側（カメラ背面）にして、図のように奥 
まで差し込みます。 

• ◄マークがない場合の力ードは、力ードの向 
きが正しいかどうかを確認してください。 




イジエクトポタン 













カードを取り出す 


カードを入れる 


1カードアクセスランプが消えていること 
を確認します。 


2カードカノ（一を開けます。 



カードアクセスランプ 


3イジェクトポタンを奥まで押し込むと、 
イジェクトポタンが出てきます。イジェ 
クトポタンをもう一度奥まで押し込みま 
す0 

♦カードが出てぎます。 

•イジェクトボタンを強く押すとカードが勢い 
よく飛び出してくる場合があります。 

• カードをつまんで取り出します。 



イジェクトポタン 


4カードカバーを閉じます。 
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電源を入れる 


SSWF ランプ 



パワースイッチを ON の位置にします。 


電源を切るには、パワースイッチを 
OFF の位置にします。 


モードダイヤルを PC 
します。 


液晶モニタ 

電源が入ると、液晶モニタにスーパーコン 
パネが表示されます。 cf 別冊応用編 



電池残量マークについて 

電源を入れたときや使用中に電池残量が少なくなると、電池残量の表示が変化 


します。 


[■ 


点灯（緑） 


S- 


点灯 * 2 (赤） 


[電池残量がありま 
せん]と表示され 
ます。 


撮影できます。 *1 電池残量が少なくなりまし 

た。早めに充電してください。 


電池残量が完全になくなりまし 
た。電池を充電してください。 


*1 デジタルカメラは、動作状態により消費電力が大きく変わります。カメラの動作状態 
によっては、電池残量の警告表示なしで電源が切れる場合があります。その際は電池 
を充電してください。 

*2 ファインダ内表示では点滅します。 


タストリダクション機能の作動 - 

電源を入れたとき、 CCD 前面のゴミを超音波振動で払い落とすダストリダクシ 
ョン機能が自動的に働きます。ダストリダクション機能が作動中は SSWF ランプ 
が点滅します。 

日付.時刻の設定 - 

撮影した画像は日付•時刻とともに記録されます。また、日付の情報をもとにフ 
アイル番号が付けられます。別冊応用編 
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電源を入れる 


カメラの構え方 - 

1カメラのグリップを右手で包むように持 
ち、脇をしめます。 


2ひじを軽く体につけ、左手でレンズ部分 
を下から支えるように持ちます。 

3カメラを構え、撮影します。 

•片足を軽く踏み出すと上半身が安定します。 
















インダの視度調整 


ファインダを視きながら、視度調整ダイヤ 


AF フレーム 



アイカップ- 

フアインダの接眼部についているアイカッ 
プは取り外して交換することができます。 
付属のアイ ピース カバーを使うときはアイ 
カップを図のように外して取り付けてくだ 
さい0 
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撮影する 


|ファインダをのぞきながら AF フレーム 
に被写体を合わせ構図を決めます。 


AF フレーム 



ファインダ 


2 ピントを合わせます。 

シャッターボタンを軽く押します（半押し）。 


シヤッターボタン 



•ピントが固定され、ファインダ内の合焦マー 
クが点灯し、ピントの合った AF フレームが 
点灯します。 

•カメラが自動的に決定したシャッター速度や 
絞り値が表示されます。 

•シャッター ポタンが押されている間は、 スー 
パー]ンパネは消灯します。 

3撮影します。 

半押しの状態から、さらにシャッターボタンを 
押し込みます（全押し）。 



•撮影され、シャッター音がします。 

•カードアクセスランプが点滅し、カード記録 
が始まります。 

• 1分以上何も操作しないと、液晶モニタは消 
灯しカメラは動作を停止します。シャッター 
ポタンなどのボタン操作をするとすぐに動作 
を再開します。その後約1時間何も操作をし 
ないと自動的に電源が切れます。もう一度電 
源を入れなおしてください。 
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撮影前 1枚撮影 2枚以上撮影 

(消灯） （点灯） （点灯） 


撮影する 


シャッターボタンを押すとスーノ V °_ コンノてネのメモリゲージが点灯します。 
点火 T 中は撮影した画像を力ードへ記録しています。メモリゲージの表示は、 
撮影状態によって変化します。 


撮る 撮る 撮る 


しばらくすると 


シャッターボタンは静かに押してください。シャッターボタンを強く押すとカメラが 
動き、ぶれる原因になります。 

カードアクセスランプの点滅中は、絶対に電池やカード、 AC アダプタを抜かないでく 
ださい。撮影した画像が保存されないだけでなく、保存済みの画像が破壊されるおそ 
れがあります。 

強い逆光などで撮影すると、画像の影の部分に色がつくことがあります。 


前の 
ん } 影次 
せ灯撮ら〇 
ま点てたす 

- : つつま 

待戻ぎ 
<にで 
ら態が 
ば状影 
しの撮 


きて 
でべ 
影す 
IIC 
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再生する 


1 E (再生）ポタンを押します。 

* 1分以上何も操作しないと、液晶モニタは消 
灯しカメラは動作を停止します。その後約1 
時間何も操作をしないと自動的に電源が切れ 
ます。もう一度電源を入れなおしてください。 


最後に撮影した画像が表示されます。 



E ボタン 



十字ポタン 


2十字ポタンで表示したい画像を選択します。 


9 1 ◦コマ前へ 


〇1コマ前の画像を表示 



0次の画像を表示 


•シャッター ボタンを半押しすると、撮影に戻ります。 
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電源を切る 
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OLYMPUS Master でできること 


付属の CD-ROM には、画像編集•管理ソフト OLYMPUS Master が 
収録されています。パソコンにインス!-ールすると、以下のようなこ 
とができます。取り扱い方法は、 OLYMPUS Master をインス! 
ルして[ヘルプ]をご覧ください。 



画像を編集する 

画像を回転、トリミングしたり歪みを 
補正するなどの編集ができます。 



カメラからパソコンに画像を取り込む 

撮った画像を OLYMPUS Master のアルバ 
ムとしてパソコンに取り込み、再生するこ 
とができます。 


付属の CD を使ってパソコンに OLYMPUS Master をインストールしてください。 
OLYMPUS Master からカメラのユーザ登録ができます。ユーザ登録をすると、オリンパス 
よりソフトやファームウェアのアップデートのお知らせなどが届きます。 
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資料 


カメラ仕様 


■型式 

型式 

使用レンズ 
レンズマウント 
35 mm フィルム 
カメラ換算焦点距離 

■撮像素子 

型式 

カメラ部有効画素数 
画面サイズ 
アスペクト比 

■ ファインダ 

形式 
視野率 

ファインダー倍率 
アイポイント 
視度調整範囲 
光路分割 
被写界深度確認 
フオーカシング 
スクリーン 
アイカップ 

■ 液晶モニタ 

型式 

総画素数 

■シヤ ッター 

型式 

シャッター速度 


■オートフォーカス 

型式 
測距点 
AF 輝度範囲 
測距点選択 
AF 補助光 


:レンズ交換式デジタルー眼レフカメラ 
:ズイコーデジタル • フオーサーズシステムレンズ 
:フオーサーズマウント 

:レンズ焦点距離の約2倍 


4/3型フルフレームトランスファータイプ原色 CCD 

約800万画素 

17.3 mm ( H ) xl 3.0 mm ( V ) 

1 .33 (4 : 3) 


: TTLSLR 式1眼ファインダー 
:上下左右とも約94% (対記録画像視野率） 

: 1.0 倍（一 lm — ] 、 50 mm レンズ•無限遠） 

: 20 mm (-1 m — 1 時） 

: —3.0 〜+ 1 ,0 m -1 

:横回転クイックリターン式全面八ーフミラー 
: 0 K ボタンをプレビューに設定することで可能 

:固定式 
:交換式 


: 1.8 型 TFT カラー液晶 
:約 13.4 万画素 


:電子制御式 • フォーカルプレーンシャッター 
:1/4000〜30秒 （1/3, 1/2,1段ステップ）バルブ （8 分リミッター 
付き） 


TTL 位相差検出方式 
3点（左•中央•右） 
EV 0- EV 19 
自動選択 • 任意選択 
内蔵フラッシュによる 
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資料 


■ 露出制御 

測光方式 

: TTL 開放測光方式 

(1) デジタル ESP 測光 

(2) 中央重点平均測光 

(3) スポット測光（ファインダー画面の約2%) 

測光範囲 

: (1) EV 2 〜20 (デジタル ESP 測光/中央重点平均測光） 

(2) EV 3 〜17 (スポット測光） 

(常温 • 50 mm F 2 使用 • ISO 100相当） 

露出モード 

: (1 )P :プログラム AE (プログラムシフト可能） 

(2) A :絞り優先 AE 

(3) S :シャッター優先 AE 

(4) M :マニュアル 

旧0感度 
露出補正 

:1 00-400 (800, 1600の感度拡張可能） 

:土5段階の範囲で1/3,1/2,1段ステップで可能 

■ホワイトバランス 

型式 

設定方式 

:撮像素子 

:才一卜/プリセット （8 種）/カスタム WB (4 種類登録可能）/ 
ワンタッチ 

■記録 

記録媒体 

: CF 力ード（タイプ i , n 準拠） 

マイク□ドライブ対応 （ FAT 32 対応） 

記録方式 
対応規格 

:デジタル記録 、 TIFF (非圧縮 )、 JPEG ( DCF 準拠)、 RAW データ 
: Exit 2.2 , DPOF、PRINT Image Matching II、 PictBridge 

■再生 

表示形式 

: 1 コマ表示/拡大表示/インデックス表示/回転表示/ 

スライドショー表示 

情報表示 

:情報表示/ヒストグラム表示 

■ ドライブ関係 

ドライブモード 
連写性能 
セルフタイマー 
光リモコン 

:1コマ撮影/連写/セルフタイマ/リモコン 
: 2.5 コマ/秒（最大連続撮影コマ数4コマ： RAW 、 TIFF のとき） 

:12秒後撮影/2秒後撮影 
: 2秒後撮影/即時撮影 

■ フラッシュ 

シンク□同調 
調光方式 

外部フラッシュ接点 

:1/180秒以下で同調 

: TTL-AUTO ( TTL プ U 発光式） / AUT 0 /MANUAL 

:ホットシュー 
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■外部コネクタ 

USB 端子/ DC 入力端子/ビデオ出力端子 


■ 電妒 

電池 ：リチウムイオン電池 （ BLM - l ) l 個 

AC 電源 ： AC アダプタ ( AC -1) (別売） 


■ 大きさ • 質量 

大きさ ： 146.5 mm (横 ）X 85 mm (高さ ）X 64 mm (奥行き) 

(突起部を除く） 

質量 ：約 580 g (電池含まず） 


■ 動作環境 

温度 ： 〇〜 40 °C (動作時）/-2◦〜 60 °C (保存時) 

湿度 ： 30〜90% (動作時）/ I ◦〜90% (保存時） 


付属品仕様 


リチウムイオン電池 BLM -1 

形式 ：リチウムイオン電池 

公称電圧 ： DC 7.2 V 

公称容量 :1500 mAh 

充放電回数 ：約500回（電池の温度により変わります。） 

使用周囲温度 ：0° C 〜 40 °C (充電時)、 一10° C 〜 60 °C (動作時)、 一20° C 〜 35 °C (保存時) 
大きさ ： 55 mm (横 ）X 39 mm (奥行き ）X 21.5 mm (髙さ） 

重量 ：約 75 g 


充電器 BCM -2 

人力容量 ： AC 1 〇〇〜240 V 、 50/60 HZ 

充電時間 ：約5時間（電池の温度により変わります。） 

使用環境 ： 〇〜 40 °C (動作） 

-20~60 °C (保存） 

大きさ ： 62 mm (横 ）X 83 mm (奥行き ）X 26 mm (髙さ） 

質量 ：約 72 g (電源コード含まず） 

外観 • 仕様は改善のため予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
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メモ 
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OLYMPUS ⑨ 


オリンパスイメ-ジング株式会社 
〒1 63-0914 東京都新宿区西新宿2の3の1新宿モノリス 


• ホームページによる情報提供について 

製品仕様、パソコンとの接続、 0 S 対応の状況、 Q & A などの各種情報を、当社のホームページで提供して 
おります。 

オリンパスホームべージ http : y 7 www . olympus . co . jp / より「お客様サボート」—「映像•情報分野」 
—「デジタルカメラ/プリンタ」へ進み、ご利用ください。 

• 電話等でのご相談窓口 

カスタマーサポートセンター 

フリーダイヤル 

№10120-084215 

携帯電話 - PHS からは 0426-42-7499 

FAX 0426-42-7486 

調査等の都合上、回答までにお時間をいただく場合がありますので、ご了承ください。 

営業時間平日9:30〜21:00 

土、日、祝日10:00〜18:00 

(年末年始、システムメンテナンス日を除く） 


• 修理に関するお問い合わせ、修理品ご送付先 
TEL : 0266 -26-0330 FAX : 0266 -26-201 1 

〒394-0083長野県岡谷市長地柴宮 3-15-1 オリンパス岡谷修理センター 
営業時間9:00〜17:00 (日曜、夏期•年末年始休業、システムメンテナンス日を除く） 


国内サービスステーション（修理受付窓口） 

東京〒101 -0052 千代田区神田小川町1の3の1小川町三井ビル(オリンパスプラザ内） Tel .03(3292)3403 
札幌〒〇 60-0034 札幌市中央区北4条東1の2の3札幌フコク生命ビル Tel .01 1 (231 )2320 

仙台〒98 1-3 133仙台市泉区泉中央1の13の4 泉エクセルビル Tel .022(21 8)8421 

名古屋〒46〇-〇〇〇3名古屋市中区錦2の19の25日本生命広小路ビル Tel .052(201 )9571 

大阪〒542-〇〇81大阪市中央区南船場2の12の26オリンパス大阪センター Tel .06(6252)6995 
広島亍73〇-〇〇13広島市中区八丁堀16の11日本生命広島第2ビル Tel .082(228)3821 

福岡〒81〇-0〇〇4福岡市中央区渡辺通3の6の11福岡フコク生命ビル Tel .092(761)4466 


※土•日曜、祝日および夏期休業、年末年始は原則として休業させていただきます。オリンパスプラザ内の 
東京サ_ビスステーシヨンは土曜も営業しております。 
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